
ヽ

ろしd拓C,ぎ迦艮御崎柳七.すら･し 崩ら 2017いＬＳＵ

　　　荻 厚扇

藻ぢえず就き、こもｸ）
　＿　

ん

　　　　　一一一一一一

ｔ＿

お尋匹終了

∠一削剥糊1ヘリ２０Ｅ

こ、 秋祭り　ＬＯ貝えﾄﾞB

　悪政加よ幻昼白只刈恍

釧㈲枡贈か孝積ｿﾞ

づ敬厠万言踊作兪

臣節卵作付坪　大喪咎）

津側枇､邸和いい

Ｑ谷ど打溥（ｎにやかな｀鋭気ご鐙鯨誘艮（みなさま則嵐衆ヒご夕

　掌をお荷り吋こしよしＲ。

こ,各町帥Ｍｙａ祠蹟回固豹むｶ ご怖力 お勁ぐとらごぎいました。

　古べ)､5､批nも淋､人は白黙認謝し､神ご匹舛'ﾘをごごげることで

駱ぞ紅い窮ど対話を巌いでさました。

　釧頻を神柄にあず乎祠妬ぜＲり、季斡ご剔俵恥て可づし宍粟跨

衿炊さ批てご飯を神朝江あげ手を価つぜる。そんな環境でヽ糾す溥ど宅

侃ちは、官か勝雄の心をまんでヤごましμ。

伺かを浹息し芯｀と？、姓しい知らせが｀あっμとき、
　　　　　　　…一一一一一一一一一一一一

秀雄､C嶮ﾔ柏の

ｰ
い

- - － ■■＝･=-=a・還■-＝･

艮御崎神社本殿

－

一■・

jl■㎜･

に童んでぃるとざ応
－一一一一一一一一

ｄ刹廸
ぜる鳶

騨剪定

にj
陣･J゛

　　　■■㎜■■■㎜㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■･･==･･･=････==･==･=-j

ごとが1

一

括Tkか

ー　　　-一一

Ｓし1J　も

一,

と

蚕

か

　　　　　･====･･=･====･=･･還=J

しいぶ屹びる

　･･=････J=-･-=-J･･J■---

こいJj。

一一一一--･一一-

-

X、

緬塑WI･酒戦卜禰ふ吋一陣応え4yJ一領辞斟

　　　　　　　ｋ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．あs゛　　　･.._.a.-～J-　L， J..h_.ヽ,ﾉ.t

守護芹にて、もろぞろの罪:を植ぃ價にぃ回惣りT､年姉沁を泌丸

舛しい瓦漸をJ課･）し、刈哭Lの弗拳どりrをお杵ﾘぃたしＪしＪう。

　レ苓罠おﾔりぃμだ叫怯むヽ方尊染諾く聯ｷ知之助ﾀﾞ４しょか）

　11‘ゝ,.I.Ai

吋ヽ･44

　戸ペ
ブ席
二緋

－〃㎜　ｒ〃ＪＪ- 皿－●I㎜b　　･I■･㎜■･･㎜＝･-･･＝=･･

　２引問:心細証とって良峰でかﾉざねう、ぬに睦づ申しこ

心ふ彫ヱ肋目日べ旧は唐机吟4ヽら午欧洲吐仁ｹﾞｦｽ

尹を峠ｱてん?μ･

一誉大切な二とJれは、ぃｊみ端尼しに肩肘ることです

　　　　　　　　J皿･㎞

神詣・ま つ　弓
－ ･ ■

方

　神棚のないご家良剔に目

の函さく恣いがンスや泰明

牡､唐賤陶鸞き

､

刺斬

●１Ｓ　　　　　　　　　　　．ｊ　　　　。　　－
べえるぷ右'汲ぃでヽＬＪう。

三扉でのお神札の納め方 一扉でのお神札の納め方

神棚には､米･塩･水のほか､お酒や季節の初物などを

お供えして､二礼二拍手一礼の作法で､感謝をこめて

お参りしましょう。
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